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大学における英語教育は、一般教養教育目的(English for General and Academic 
















はじめに第二言語習得論の変還を紹介した。 1950 年代以降 Skinner によるオーラル・
アプローチが注目された。そこでは、「パターン」や「構造」を重要視した反復練習を中
心とした教授法が役立つと考えられた。 1960 年代には Chomsky の生得主義が注目さ
れ、「子どもの言語習得は一種の先天的にプログラム化された内的ルートに従っている」
という考えが支持された。その後 Corder による誤りの分析が新しい研究分野として開






次にコンビューターを利用した外国語教育の歴史について紹介した。第 1 期は、 1970
年代までの創成期で、大型コンビューターを利用した時代である。 Stanford Project や
PLATO に代表される大型コンビューターを利用したロシア語教育のシステムであった。
第 2 期は、 1980 年代のパーソナルコンビューターの時代である。小型のコンビューター
が普及し、 MS-DOS や BASIC を利用した CALL ソフトウエアが開発され、 CD-ROM
で提供されるようになった。第 3 期は 1990 年代のマルチメディアを利用した時代であ
る。パーソナルコンビュータ一同士を接続して、小規模ネットワークを利用し、音声情
報、映像情報、文字情報を-統合的にマルチメディア教材として提供することができるよ
うになった。最後の第 4 期、 2000 年代には、インターネットが普及し、世界中のコンビ
ューターが結び、っき、インターネット上の膨大な情報資源を利用できるようになった。




















についても言及した。 Clarke による言語闘値説、 Bernhardtand Kamil の言語相互依存
説の二つの理論から、母語における優れた読解能力を第二言語に転移させるためには、
ある程度の第一言語の言語能力が必要であることがわかる。母語における読解能力の第





が提唱されている。 Cook は学習ストラテジーを挙げている。さらに Oxford によると、
言語学習ストラテジーには、直接ストラテジーと間接ストラテジーに大別される。読解
ストラテジーは、読解に特化したストラテジーで、読み手がテキストから情報を得るた
めに利用する意図的な認知手段である。 Pearson らは、熟練した読み手は 7 つの読解ス
トラテジーを利用するとして紹介している。これらを総合的に取り上げることで、読解
ストラテジーを有効に利用した効果的な読解指導が行われる理論的背景を詳述した。





指導例として、 Richard Selzer の小説を利用した精読指導の例や読解ストラテジーを利
用した医学論文読解指導の例を示した。
第 4 章 専門課程と連動した英語教育から見る医学部における英語読解力指導事例
日本の大学における一般教養教育としての英語教育(English for General Academic 






先大学の医学生を対象に実施している ESP 教育の実践例として 3 件、電磁波の危険、エ
イズの事実、 Word Stream を利用した英語医学用語のブレンテeイツド学習の指導事例を
紹介した。

















ブ・リーディング中級コースによる学習の後、 TOEIC 試験の平均点が、 2007 年度は 123.3
点、 2008 年度には 69.0 点、 2009 年度には 102.9 点上昇した。また、Lesson Test にお
ける英文を読む速さ WPM は、 2007 年度後期には、 9 月末の学習開始時の平均は 105
語程度であったが、 1 月の学期終了時は 115 語程度にまで速度が高まった。 2008 年度は、
学習開始の 4 月の WPM の平均は 105 語前後であったが、全 24 レッスンを学習し終え
た 7 月には 120 語へと上昇した。 2009 年度についても 4 月の WPM の平均は 100 語前
後であったが、 7 月には 120 語へと上昇した。
B 大学食品科学科の学生は、エフェクティブ・リーディングによる学習を楽しい、お
もしろいと感じたものが 2005 年度は 93%、 2006 年度は 97.7%であった。また、エフェ
クティブ・リーディングを利用することで、やる気が出ると答えた学生は 2005 年度は
63.6% 、 2006 年度は 83.7%であった。特におもしろかった練習問題はという質問に対す
る回答では、 2005 年、 2006 年ともに Reading Racer が一番と答えた学生が多かったが、






























第4 章では、医学専門教育と連動した ESP コンテンツの具体的な設定について論じている。ニーズ分析
と談話分析を通して得られる適切な学習教材と到達目標のバランスについて論じるとともに、実践例を提示
しているが、 ESP のための語葉増強プログラムは注目に値する。
第 5 章では、第 3 章で考察した読解モデルと読解ストラテジーを踏まえ、著者自ら開発した e-ラーニング
教材「エフェクティブ・リーディング」を用いた指導実践を提示して、その効果を=嗣面している。 3年間に
わたり、複数の大学のクラスにおいて実践した結果、 TOEIC 試験の平均点および「分あたりの語処理速度」
(WPM) に相当の向上が見られたことが報告されている。これは、 ESP のみならず外国語教育全体にとっ
て興味深い結果である。
第 6 章は、結論と今後の展望を述べている。
以上要するに、本論文は、第二言語習得理論を踏まえ、マルチ・メディアの急速な発達を背景として、医
学専門教育の中における英語教育に視点を置きながら、日本人学習者の英語読解力向上のための e-ラーニン
グの方向を提案したもので、情報科学と応用言語学の境界領域の進展に寄与するところが少なくない。
よって、本論文は、博士(学術)の学位論文として合格と認める。
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